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研究成果の概要（和文）：本研究は、圃場整備事業などで造成された生態系保全のためのミティ

ゲーション施設を対象として、生息環境の価値（環境価値）を HEP 法によって評価し、それ

にもとづいて順応的管理を策定し、その実施効果を検証することを目的とした。研究対象地に

は栃木県日光市の圃場整備地区における農業水路を選定し、3 カ年の研究を行った結果、①HEP

法による淡水魚の生息環境の価値の把握をつうじて、ミティゲーション対策の効果が評価でき

ること、②その結果にもとづいて順応的管理の計画策定が可能なことが明らかになった。 

 
研究成果の概要（英文）：This research aims to clarify the following objectives: 1) how to grasp the 

environmental values of the nature-oriented waterways implemented in the land consolidation project by 

using HEP (Habitat Evaluation Procedure) method, 2) how to make a plan of adaptive management on 

the nature-oriented waterways based on the environmental values, and 3) how to evaluate the effects of 

adaptive management. The results obtained by the three-year research conducted in Nikko City, Tochigi 

Prefecture were as follows: 1) The HEP method is able to evaluate the environmental value of 

nature-oriented waterways quantitatively, and 2) the results of the HEP suggest the key factors of 

adaptive management and lead to compose an appropriate management plan.         
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１． 研究開始当初の背景 

 圃場整備事業などの農業農村整備事業が
過度に経済価値の実現（農作業の効率化）に
偏し、水田水域の生物多様性を貧困化させて
きたことの反省から、近年、環境との調和に
配慮した基盤整備事業が取り組まれるよう
になった。こうした生態系配慮型事業では、
環境にたいする負のインパクトを緩和する
ために生態系保全機能を有するミティゲー

ション施設が造られており、そうした施設の
適切な維持管理が期待されている。 

 生態系の管理では生態系という不確実性
の高いシステムが対象になることから、順応
的管理の手法を用いることになる。すなわち、
当初の予測がはずれる事態が起こりうるこ
とをあらかじめ管理システムに組み込み、常
にモニタリングを行いながらその結果に合
わせて対応を変える、フィードバック管理
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（順応性）が必要である（鷲谷、1996）。し
かしながら、農業農村整備事業で造られたミ
ティゲーション施設で順応的管理が意識
的・計画的に行われた例はほとんどなく、誰
がどのような内容の維持管理を担うのかと
いった点に関する研究は、いまだ着手されて
いない。 

 

２．研究の目的 

 本研究では、農業農村整備事業（圃場整備
事業）において「回避」措置がとられて旧来
のまま存置された「石積み水路」、およびミ
ティゲーション対策で造られた「ビオトープ
水路」（水路幅が広く流速の遅い水路）と「深
み拡幅水路」（水路幅が広く水深も深い水路）
をミティゲーション施設としてとらえ、①こ
れらの施設の生態系保全機能を淡水魚(スナ
ヤツメ、タモロコ、シマドジョウ、ホトケド
ジョウなど)の生息環境から評価する方法論
の確立、および②淡水魚の生息環境評価にも
とづく維持管理方法の策定と実施効果（順応
的管理）について研究することを目的とした。 

 

３．研究の方法 

 二つの課題の研究の方法は、以下のようで
ある。 
①生態系保全機能（環境価値）の評価方法

について 
 研究代表者は HEP法による環境価値の評価
方法についてすでに一定の研究成果を得て
いる。そこで、本研究では特定の淡水魚を対
象として HEP法を適用してミティゲーション
施設の環境価値の評価方法を検討する。 
②生息環境評価にもとづく維持管理方法

の策定と実施効果（順応的管理）について 

 HEP 法などから明らかとなったミティゲー
ション施設の環境価値、ミティゲーション施
設および非ミティゲーション施設における
淡水魚の生息密度およびその季節変化から、
維持管理方法を策定し、その実施をつうじて
得られた効果を検討する。 
 
 研究対象：本研究では生態系配慮型の圃場
整備が行われた栃木県日光市 K地区（事業期
間：平成 18 年度～22年度）を研究対象地区
とした。なお、K地区は圃場整備対象面積は
62haであり、地区内に生態系保全地（約 3000
ｍ2）の設置が計画されている。 
 
４．研究成果 
＜平成 21年度の研究＞ 

2 種の淡水魚（底生魚：スナヤツメ、遊泳
魚：タモロコ）について圃場整備事業前と事
業後の環境価値を HEP 法によって推定し、環
境価値の変化とその要因について検討した。
その結果、次のことが分かった。 
①� 事業地区全体としてみると,事業後に環

境価値が低下し、ミティゲーションで目
標とするノーネットロス（環境価値の無
損失）は達成できていないことが示され
た。 

②� ミティゲーション対策無しの水路区間で
は、事業後の環境価値がほぼ半減した。
これは水路のコンクリート化、底質の変
化、水路水深の低下による。 

③� ミティゲーション対策有の水路区間では、
事業後も環境価値の大きさは変化しなか
った。このことから、生態系配慮対策の
有効性が示された。 

④� HEP法から環境価値を高める対策として、
ミティゲーション対策無しの水路区間は
水路水深の確保、底質の改善が、ミティ
ゲーション対策無しの水路区間では、植
生被度回復が有効であることが示された。 

＜平成 22年度の研究＞ 
 圃場整備事業の最終年度（2011年度）に実
施される予定の生態系保全地において、保全
対象生物であるホトケドジョウとシマドジ
ョウの環境価値を高めるための計画案につ
いて、HEP 法をもちいて検討し、次の結果を
えた。 
①� 保全地で存置（回避）する石積み水路は、

現在の水深よりも深い 12ｃｍ以上を確保
し、ホトケドジョウ、シマドジョウの生
息環境の価値を高める必要がある。 

②� 新設する池（水田のような湛水池）は、
面積を大きくとることでホトケドジョウ、
シマドジョウの生息環境価値が高まるこ
とから、現計画を再検討すべきである。 

③� こうした措置を通じて保全地におけるホ
トケドジョウ、シマドジョウの生息環境
価値が増加することにより、周辺の生息
環境価値の減少分が補完され、ノーネッ
トロスが達成される。 

＜平成 23年度の研究＞ 
 研究対象地では平成 22 年度にミティゲー
ション対策をともなった圃場整備事業が完
了した（生態系保全地は平成 23年度の施工）。
本研究の当初計画では、平成 22 年度に事業
後の順応的管理を実施し、平成 23 年度にそ
の効果を検証する予定だったが、事業完了が
1 年遅れたため、次の研究に変更した。すな
わち、事業完了段階で農業水路全体を対象と
して、ミティゲーション対策有り区間（「ビ
オトープ水路」および「深み拡幅水路」）と
ミティゲーション対策無し区間（コンクリー
ト２面柵渠、以下柵渠）の生息環境を把握す
ることとした。その結果、以下のような順応
的管理で考慮すべき課題が抽出された。 
① 通常の柵渠の区間とビオトープ水路を比

較して、淡水魚の生息密度が有意に高か
ったのは、灌漑期でスナヤツメ、非灌漑
期でドジョウ、シマドジョウ、スナヤツ
メ、ウグイだった。また、深み拡幅水路



 

 

で生息密度が有意に高かったのは、灌漑
期と非灌漑期でドジョウだった。 

② 柵渠と比較してビオトープ水路では、灌
漑期において有意に流速が小さく水深が
大きかった。底質では有意に粘土・シル
ト・砂の割合が高かった。非灌漑期では
水深の減少と流速の増加が見られた。深
み拡幅水路では、灌漑期に有意に流速が
小さく水深が大きかった。また、底質で
は粘土・シルトの割合が有意に高かった。
非灌漑期でも流速や底質について同様の
有意差が見られた。他方で、柵渠は流速
が大きく、礫と石の割合が高かった。 

③ これらの結果から、計画を予定している
底生魚の保全を考えた農業水路の順応的
管理では、低流速・高水深の維持、粘土・
シルト質の底質の確保が目標となる。他
方で、通常の柵渠は流速が大きいこと、
底質が礫・石であることからウグイ、ヤ
マメ、アブラハヤなどの遊泳魚の生息に
適していることがわかった。 
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